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種苗法改定の取り下げを求める意見書  

 

本年 1月 20日召集の第 201回国会に種苗法改正案が上程されました。  

改 定 の 内 容 は 、 こ れ ま で 、 国 の 登 録 品 種 か ら 農 家 が 種 取 り や 株 分 け を

す る 自 家 増 殖 を 原 則 と し て 認 め て き た も の を 「 許 諾 制 」 に す る と い う も

の で す 。 そ の 背 景 と し て 、 日 本 国 内 で 開 発 さ れ た 優 良 品 種 が 海 外 に 流 出

し 、 他 国 で 増 産 さ れ る と い う 実 態 が あ り 、 こ れ を 防 ぐ た め 、 と 農 林 水 産

省 の 解 説 に あ り 、 一 面 、 育 成 者 権 者 の 保 護 と み な さ れ ま す が 、 現 実 の 多

国 籍 企 業 等 の 動 向 を 考 え る と 、 結 果 と し て 、 農 業 に お け る 市 場 原 理 の さ

らなる徹底にほかならないと考えます。  

直 近 の 国 の 動 き を 見 て も 、 日 本 の 基 幹 農 作 物 で あ る 米 、 麦 及 び 大 豆 の

種 子 の 生 産 と 普 及 を 「 国 の 役 割 」 と 定 め た 「 種 子 法 」 が 平 成 30年 に 廃止

さ れ 、 種 子 を 公 的 に 守 る 仕 組 み が な く な り ま し た 。 こ の 種 子 法 廃 止 に 関

し て は 、 武 蔵 野 市 議 会 と し て 、 こ れ に か わ る 新 た な 法 整 備 と 施 策 を 求 め

る意見書を国に提出したところです。  

「 農 は 国 の 基 」 と 言 わ れ ま す 。 長 い 歴 史 を 通 じ て 日 本 の 地 域 の 土 壌 か

ら 生 ま れ 、 代 々 の 農 業 者 に よ っ て 育 ん で き た 種 子 、 種 苗 は 、 皆 の も の で

あ り 、 安 易 に 市 場 原 理 に 持 ち 込 む べ き で な い と 考 え ま す 。 そ し て 、 こ れ

は 国 民 の 命 を 育 む 食 料 の 問 題 で あ る と と も に 、 日 本 の 農 あ る 生 活 文 化 の

問 題 で あ り 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 収 束 へ 向 け 全 力 を 挙 げ て い る 状 況 下

で、拙速に審議し成立させることは、適当でないと考えます。  

よ っ て 武 蔵 野 市 議 会 と し て 、 農 業 者 の 権 利 を 制 限 す る 「 種 苗 法 」 の 改

定を取りやめることを強く求めます。   

以上、地方自治法第 99条に基づき、意見書を提出します。  

 

令和２年  月   日  

 

           武蔵野市議会議長  小美濃  安弘  

 

衆議院議長  

参議院議長  

内閣総理大臣    

総務大臣  

農林水産大臣  

経済産業大臣  

あて  


